[bookmark: _GoBack]おおさかＱネット「部局運営方針等」に関するアンケート　分析結果概要

■実施期間　平成31年３月20日（水）から３月21日（木）
■サンプル数　国勢調査結果（平成27年）に基づく性・年代・居住地（４地域）の割合で割り付けた18歳以上の大阪府民1,000サンプル
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大阪市域　　：大阪市
北部大阪地域：豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、豊能町、能勢町
東部大阪地域：守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、門真市、東大阪市、四條畷市、交野市
南部大阪地域：堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、富田林市、河内長野市、松原市、和泉市、羽曳野市、
高石市、藤井寺市、泉南市、大阪狭山市、阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、太子町、河南町、
千早赤阪村

1.　調査目的
　大阪府では、府政運営の基本方針を踏まえ、各部局の行政目標の達成に向け、部局運営方針や行政計画等を策定し、取組み成果について指標を設定している。それらに関連した項目についてアンケートを実施し、結果を検証することで、府民の認識や実態を把握し、今後の施策を展開していくうえでの資料とする。
2.　主な調査結果
①配偶者等からの暴力について
　・常に暴力だと思う割合
「平手でうつ」73.4％、「なぐるふりをして、おどす」53.5％
　「友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする」55.3％
　・DV防止法の認知度64.8％
　・配偶者暴力相談支援センターの認知度23.7％
②男女共同参画について
　・社会で女性が活躍しやすくなっていると思う割合69.4％
　・男女とも働き続けやすいまちになっていると思う割合56.2％
　・男性の子育てへの参画が進んでいると思う割合49.7％
　・男性の介護への参画が進んでいると思う割合37.5％
　・地域活動が活性化していると思う割合27.5％
　・「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」の認知度48.1％
　・「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」の認知度45.0％
③児童虐待の防止について
　・全国共通ダイヤルが「189（いちはやく）」であることの認知度11.0％
　・「児童虐待の防止等に関する法律」に基づく通告義務の認知度43.9％
④障がいに対する理解について
　・「障害者差別解消法」の認知度42.7％
　・障がいのある人に対して合理的配慮を行わないことは、障がいを理由とする「差別に
　　あたると思う」割合41.3％
　・ヘルプマークの認知度37.7％
⑤健康意識について
　・健康だと思う割合70.1%
　・健康について関心がある割合79.5%
　・「健活１０〈ケンカツテン〉」の認知度13.1%
⑥活力・魅力ある住まいと都市について
　・大阪府に住み続けたいと思う割合72.0%
　・まちづくりのための活動に参加したいと思う割合32.1%
　・災害への備えや対応がなされ、安心して暮らせるまちだと思う割合45.2%


（注）
１.　「おおさかＱネット」の回答者は、民間調査会社に登録されたインターネットモニターであり、回答者の構成は無作為抽出サンプルのように「府民全体の縮図」ではない。そのため、アンケート調査の「単純集計（参考）」は、無作為抽出による世論調査のように「調査時点での府民全体の状況」を示すものではなく、あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまる。ただし、性別、年齢、地域に関しては、直近の国勢調査の大阪府の構成比に合わせている。
２.　割合を百分率で表示する場合は、小数点第２位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。
３.　図表中の表記の語句は、短縮・簡略化している場合がある。
４.　図表中の上段の数値は人数（ｎ）、下段の数値は割合（％）を示す。
５.　図表下にカイ２乗検定の値（ｐ値）を記載しているものは、信頼度５％水準で統計上の有意差がみられたもの。
６.　複数回答のクロス集計については、カイ２乗検定を行っていない。


1.　配偶者等からの暴力について
　大阪府では、平成29年３月に策定した「大阪府配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画（2017-2021）」に基づき、配偶者等からの暴力を防止するとともに、暴力の被害者が適切な保護や支援を受け、自立し安心して暮らすことのできる社会をめざして、諸施策を推進している。今後の施策展開を考える上での資料とするため、計画の指標である「平手でうつ」「友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする」他、配偶者等による暴力に関する府民の認知度等を質問した。

「大阪府配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画（2017-2021）」の指標（括弧内は目標値）
· 配偶者・パートナー間における「平手でうつ」行為は「常に暴力だと思う」73.4％
（80％以上）
· 配偶者・パートナー間における「なぐるふりをして、おどす」行為は「常に暴力だと思う」53.5％（-）
· 配偶者・パートナー間における「友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする」行為は「常に暴力だと思う」55.3％（70％以上）
· DV防止法を「知っている・聞いたことはある」64.8％（-）
· 配偶者暴力相談支援センターを「知っている・名称は聞いたことがある」23.7％
（H27.3内閣府調査値32.4％を上回ること）

· 夫婦（生活の本拠を共にする交際相手を含む）間において、「平手でうつ」行為を「常に暴力だと思う」割合は73.4％と、昨年度より5.8ポイント高く、統計的有意差が確認できた。（図表1-1）
· 夫婦間において、「なぐるふりをして、おどす」行為を「常に暴力だと思う」割合は53.5％と、昨年度より2.5ポイント低かったが、統計的有意差は確認できなかった。
（図表1-2）
· 夫婦間において、「友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする」行為を「常に暴力だと思う」割合は55.3％と、昨年度より2.1ポイント高かったが、統計的有意差は確認できなかった。（図表1-3）
· 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV防止法）」について、「知っている」及び「聞いたことはあるが、内容は知らない」と回答した【認知層】は64.8％と、昨年度より2.6ポイント高かったが、統計的有意差は確認できなかった。（図表1-4）
· 都道府県や市町村が設置する「配偶者暴力相談支援センター」について、「よく知っている」及び「よくは知らないが、名称は聞いたことがある」と回答した【認知層】は23.7％と、昨年度より0.9ポイント高かったが、統計的有意差は確認できなかった。（図表1-5）
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【図表1-2】
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【図表1-3】
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【図表1-4】
[image: ]
[image: ]

【図表1-5】
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2.　男女共同参画について
　少子高齢化の一層の進展、依然として不安定な雇用情勢、単身世帯やひとり親世帯の増加など社会経済情勢が急速に変化する中、より大阪らしい「男女共同参画社会」づくりが推進され、活力ある元気な都市、大阪府の形成に向け、「おおさか男女共同参画プラン（2016-2020）」を策定した。今後の施策展開の資料とするため、本プランで掲げた指標に係る回答者の認識を把握する。

　以下の5項目（括弧内は目標値）に対して、「そう思う」及び「どちらかといえばそう思う」と回答した割合について、昨年度（H30.3）に実施した調査結果と比較したところ、いずれの項目についても大きな差はなく、統計的に有意と言える程度ではなかった。（図表2-1）
· 以前に比べて、社会で女性が活躍しやすくなっている　　　69.4％（90％）
· 以前に比べて、男女とも働き続けやすいまちになっている　56.2％（60％）
· 男性の子育てへの参画が以前より進んでいる　　　　　　　49.7％（80％）
· 男性の介護への参画が以前より進んでいる　　　　　　　　37.5％（50％）
· 地域活動が以前より活性化している　　　　　　　　　　　27.5％（50％）

　「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」の認知度（目標値70％）
· 「知っている」及び「聞いたことはあるが、内容は知らない」と回答した割合は48.1％と、昨年度より3.0ポイント低かったが、統計的有意差は確認できなかった。（図表2-2）

　その他、本プランに係る参考値
· 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」の認知度
「知っている」及び「聞いたことはあるが、内容は知らない」と回答した割合は45.0％であった。（図表2-3）
· 本項目は参考値につき、経年比較はせず単純集計表を記載。


【図表2-1】
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【図表2-2】
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【図表2-3】
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3.　児童虐待の防止について
　児童相談所の児童虐待の相談対応件数は、児童虐待防止法施行前（H11年度：11,631件）の約11.5倍（H29年度（速報値）：133,778件）に増加している。そんな中、「虐待かも」と思った時などに、すぐに児童相談所に通告・相談ができるように全国共通ダイヤル「189（いちはやく）」が設定されている。今後の施策展開の資料とするため、全国共通ダイヤル「189」や法律の内容についての認知状況を調査した。

· 全国共通ダイヤル「189」について、「全国共通ダイヤルがあることも、それが『189』であることも知っていた」と回答した割合は11.0％であった。（図表3-1）
· 「児童虐待の防止等に関する法律」に基づく、福祉事務所又は児童相談所等への通告義務を知っている割合は43.9％であった。（図表3-2）
【図表3-1】
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【図表3-2】
[image: ]


4.　障がいに対する理解について
　大阪府では、「障害者差別解消法（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）」（平成25年6月成立、平成28年4月施行）を受け、大阪府障がい者差別解消条例を平成28年４月に施行した。
条例に基づき、「『大阪府障がい者差別解消ガイドライン』等による啓発活動」と「広域支援相談員の配置などの相談及び紛争の防止又は解決のための体制整備」を車の両輪として、障がいを理由とする差別の解消に向けた取組みを進めている。これまでの啓発活動の効果検証を行うため、府民の認知度や認識について質問した。
　併せて、平成29年6月より府及び市区町村が配布を開始した「ヘルプマーク」の認知状況についても調査を行った。

· 検証にあたって
· 　障害者差別解消法について、「法の内容を含め知っている」及び「法の内容は知らないが、法があることは知っている」と回答した人を【認知層】、「知らない」と回答した人を【非認知層】とする。
· 　障がいのある人に対して、過大な負担となる場合を除き、合理的配慮を行わないことについて、障がいを理由とする「差別にあたると思う」及び「どちらかと言えば差別にあたると思う」と回答した人を【差別にあたる】、それ以外の回答者を【差別にはあたらない・どちらとも言えない】とする。
· 　障がいのある人や妊娠初期の方など、援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方にそれを知らせる「ヘルプマーク」について、「マークも意味も知っている」及び「マークを見たり聞いたりしたことはあるが、意味は知らない」と回答した人を【認知層】、「知らない」と回答した人を【非認知層】とする。

· 障害者差別解消法の【認知層】の割合は42.7％であった。（図表4-1）
· 障がいのある人に対して、過大な負担となる場合を除き、合理的配慮を行わないことについて、障がいを理由とする【差別にあたる】割合は41.3％であった。（図表4-2）
· ヘルプマークの【認知層】の割合は37.7％であった。（図表4-3）
男性より女性の方が【認知層】の割合が高く、年代別では若い年代の方が、【認知層】の割合が高い傾向にあることが分かった。（図表4-4）
また、障害者差別解消法の【認知層】や、合理的配慮を行わないことが【差別にあたる】層といった障がいに対する理解の高い人の方が、ヘルプマークの【認知層】の割合も高いことが分かった。（図表4-5）
· ヘルプマークの認知層に対し「何で知ったか」を調査したところ、「街中で付けている人をみかけた（31.8％）」が最も多く、「テレビや新聞、ラジオなど（28.6％）」、「ポスター、チラシなど（19.6％）」と続いた。（図表4-6）
【図表4-1】
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【図表4-2】
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【図表4-5】
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【図表4-6】
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5.　健康意識について
　大阪府では、健康づくり施策を通じた府民の健康づくりへの支援をおこなっており、取組みの進捗や成果を把握するため、府民の健康への関心度について質問した。併せて、健康寿命の延伸・健康格差の縮小を目標に、府民の健康づくりの一層の気運醸成を図るために作成した、「健活１０〈ケンカツ テン〉」の認知度についても調査を行った。

· 検証にあたって
· 　自分自身について、「非常に健康だと思う」及び「健康な方だと思う」と回答した人を【健康だと思う】、「あまり健康ではない」及び「健康ではない」と回答した人を【健康ではないと思う】とする。
· 　健康について「関心がある」及び「どちらかといえば関心がある」と回答した人を【関心あり】、「どちらかといえば関心がない」及び「関心がない」と回答した人を【関心なし】とする。
· 　生活習慣の改善や生活習慣病の予防に向けた活動である「健活１０〈ケンカツ テン〉」について、「言葉を聞いたことがあり、内容も知っている」及び「言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らない」と回答した人を【認知層】、「言葉を聞いたことはない」と回答した人を【非認知層】とする。

· 回答者の中で【健康だと思う】割合は70.1％であった。（図表5-1）
男性より女性の方が【健康だと思う】割合が高かったが、年代による統計的有意差は認められなかった。（図表5-2）
· 回答者の中で【関心あり】の割合は79.5％であった。（図表5-3）
男性より女性の方が【関心あり】の割合が高く、年代が高い方が【関心あり】の割合が高い傾向にあることが分かった。（図表5-4）
· 「健活１０〈ケンカツ テン〉」の【認知層】の割合は13.1％であった。（図表5-5）
性別で【認知層】の割合に統計的有意差は認められなかったが、年代別では若い年代の方が、【認知層】の割合が高い傾向にあることが分かった。（図表5-6）
また、健康について【関心あり】と回答した人の方が【関心なし】と回答した人より、「健活１０〈ケンカツ テン〉」の【認知層】の割合が高いことが分かった。（図表5-7）
· 「健活１０〈ケンカツ テン〉」の認知層に対し「何で知ったか」を調査したところ、「府政だより（30.5％）」が最も多く、「テレビ、ラジオ、新聞、雑誌（22.9％）」、「その他インターネットやSNS（13.0％）」と続いた。（図表5-8）
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6.　活力・魅力ある住まいと都市について
　大阪府では、平成28年12月に策定した「住まうビジョン・大阪」に基づき「活力・魅力ある住まいと都市が形成され、多様な人々が住まい、活発に交流することにより、安全・安心も高まる」あるいは「災害時の安全性や防犯性など安全・安心が確保された住まいと都市が、多様な人々を惹きつけ、活力と魅力が生み出される」といった、「活力・魅力の創出」と「安全・安心の確保」が相互に作用し合い、好循環を生み出すような施策を推進している。今後の施策展開の資料とするため、本ビジョンで掲げた指標に係る認識を調査した。

· 検証にあたって
· 　大阪府に住み続けたいと思うかについて、「そう思う」及び「どちらかというとそう思う」と回答した人を【住み続けたいと思う】、「どちらかというとそう思わない」及び「そう思わない」と回答した人を【住み続けたいと思わない】とする。
· 　地域の遊び場づくりや、緑化、美化、福祉活動など、まちづくりのための活動に参加したいと思うかについて、「そう思う」及び「どちらかというとそう思う」と回答した人を【参加したいと思う】、「どちらかというとそう思わない」及び「そう思わない」と回答した人を【参加したいと思わない】とする。なお、「どちらともいえない」は除いた。

· 大阪府に【住み続けたいと思う】と回答した割合は72.0％であった。（図表6-1）
性別では、認識に差はみられなかったが、年代別では、60代以上が30代や50代と比べ【住み続けたいと思う】割合が高く、統計的有意差が確認された。（図表6-2）
· まちづくりのための活動に【参加したいと思う】と回答した割合は32.1％であった。（図表6-3）
性別では、認識に差はみられなかったが、年代別では、60代以上が18～29歳や30代、50代と比べ【参加したいと思う】割合が高く、統計的有意差が確認された。（図表6-4）
· 大阪府は災害への備えや対応がなされ、安心して暮らせるまちだと思うかについて、「はい」と回答した割合は45.2％であった。（図表6-5）
なお、性別及び年代別では、統計的有意差は認められなかった（図表6-6）


【図表6-1】
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【図表6-2】
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【図表6-3】
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【図表6-4】
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【図表6-5】
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【図表6-6】
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全国共通ダイヤルがあることも、それが「　１　８　９　」であることも知っていた	
11	全国共通ダイヤルがあることは知っていたが、それが「　１　８　９　」であることは知らなかった	
27	全国共通ダイヤルがあることも、それが「　１　８　９　」であることも知らなかった	
62	


知っていた	
43.9	知らなかった	
56.1	

法の内容を含め知っている	5.7	法の内容は知らないが、法があることは知っている	37	知らない	57.3	

差別にあたると思う	11.6	どちらかと言えば差別にあたると思う	29.7	どちらかと言えば差別にあたると思わない	17.8	差別にあたると思わない	14.9	どちらとも言えない	26	

マークも意味も知っている	21.3	マークを見たり聞いたりしたことはあるが、意味は知らない	16.399999999999999	知らない	62.3	


街中で付けている人をみかけた	府政だより	ポスター、チラシなど	大阪府のホームページ	テレビや新聞、ラジオなど	Ｔｗｉｔｔｅｒ	Ｆａｃｅｂｏｏｋ	その他インターネットやＳＮＳ	周囲の人から教えてもらった	その他	わからない、覚えていない	31.830238726790451	11.671087533156498	19.628647214854112	6.1007957559681696	28.647214854111407	7.6923076923076925	1.3262599469496021	8.4880636604774544	8.2228116710875323	3.7135278514588861	12.9973474801061	


非常に健康だと思う	9.6	健康な方だと思う	60.5	あまり健康ではない	21.7	健康ではない	8.1999999999999993	

関心がある	32.799999999999997	どちらかといえば関心がある	46.7	どちらかといえば関心がない	12.8	関心がない	7.7	

言葉を聞いたことがあり、内容も知っている	3.3	言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らない	9.8000000000000007	言葉を聞いたことはない	86.9	
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Q1　あなたは、次のようなことが夫婦（生活の本拠を共にする

　　 交際相手を含む）間で行われた場合、それを暴力だと思いますか。(SA)

2. なぐるふりをして、おどす

常に暴力だと思う

時と場合によっては

暴力だと思う

暴力だと思わない

535 390 75

53.5% 39.0% 7.5%

560 373 67

56.0% 37.3% 6.7%

511 391 98

51.1% 39.1% 9.8%

540 380 80

54.0% 38.0% 8.0%

528 454 18

52.8% 45.4% 1.8%

520 445 35

52.0% 44.5% 3.5%

505 464 31

50.5% 46.4% 3.1%
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Q1　あなたは、次のようなことが夫婦（生活の本拠を共にする

　　 交際相手を含む）間で行われた場合、それを暴力だと思いますか。(SA)

10. 友達や身内とのメールや電話をチェックしたり、つきあいを制限したりする

常に暴力だと思う

時と場合によっては

暴力だと思う

暴力だと思わない

553 357 90

55.3% 35.7% 9.0%

532 386 82

53.2% 38.6% 8.2%

521 393 86

52.1% 39.3% 8.6%

500 405 95

50.0% 40.5% 9.5%
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H29.3

H28.3

H31.3
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Q2.大阪府では、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV防止法）」に基づき、

　　被害者からの相談に乗ったり、必要な支援を行っています。あなたはこの法律について知っていますか。(SA)

知っている

聞いたことはあるが、

内容は知らない

193 455 648 352

19.3% 45.5% 64.8% 35.2%

167 455 622 378

16.7% 45.5% 62.2% 37.8%

183 430 613 387

18.3% 43.0% 61.3% 38.7%

111 486 597 403

11.1% 48.6% 59.7% 40.3%

132 548 680 320

13.2% 54.8% 68.0% 32.0%

138 558 696 304

13.8% 55.8% 69.6% 30.4%

154 575 729 271

15.4% 57.5% 72.9% 27.1%

【認知層】

聞いたことがなく、

内容も知らない
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Q3.都道府県や一部の市町村では、配偶者からの身体的・精神的暴力の防止や、被害者の保護を目的に、

　　相談や各種情報提供などを行う「配偶者暴力相談支援センター」を各所に設置しています。

　　あなたは、「配偶者暴力相談支援センター」についてどの程度ご存知ですか。(SA)

【認知層】

よく知っている

よくは知らないが、

名称は聞いたことがある

41 196 237 286 477

4.1% 19.6% 23.7% 28.6% 47.7%

40 188 228 304 468

4.0% 18.8% 22.8% 30.4% 46.8%

37 176 213 256 531

3.7% 17.6% 21.3% 25.6% 53.1%

40 152 192 293 515

4.0% 15.2% 19.2% 29.3% 51.5%

知らない

H30.3

H29.3

H28.3



名称は知らないが、

配偶者からの暴力の相談、

情報提供などを行う施設等が

あることは知っている

H31.3
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Q4 あなたの経験に照らし、次のことがらについて、あなたの考えに最も近いものを一つ選択してください。(表組SA)

【肯定層】

そう思う

どちらかといえば

そう思う

166 528 694 157 61 88

16.6% 52.8% 69.4% 15.7% 6.1% 8.8%

179 544 723 143 63 71

17.9% 54.4% 72.3% 14.3% 6.3% 7.1%

147 536 683 164 71 82

14.7% 53.6% 68.3% 16.4% 7.1% 8.2%

122 546 668 157 90 85

12.2% 54.6% 66.8% 15.7% 9.0% 8.5%

117 445 562 219 102 117

11.7% 44.5% 56.2% 21.9% 10.2% 11.7%

105 446 551 229 112 108

10.5% 44.6% 55.1% 22.9% 11.2% 10.8%

74 435 509 265 122 104

7.4% 43.5% 50.9% 26.5% 12.2% 10.4%

71 413 484 269 139 108

7.1% 41.3% 48.4% 26.9% 13.9% 10.8%

97 400 497 260 127 116

9.7% 40.0% 49.7% 26.0% 12.7% 11.6%

91 420 511 241 133 115

9.1% 42.0% 51.1% 24.1% 13.3% 11.5%

68 409 477 287 120 116

6.8% 40.9% 47.7% 28.7% 12.0% 11.6%

63 384 447 267 175 111

6.3% 38.4% 44.7% 26.7% 17.5% 11.1%

67 308 375 309 168 148

6.7% 30.8% 37.5% 30.9% 16.8% 14.8%

59 316 375 308 174 143

5.9% 31.6% 37.5% 30.8% 17.4% 14.3%

61 300 361 339 154 146

6.1% 30.0% 36.1% 33.9% 15.4% 14.6%

42 305 347 311 208 134

4.2% 30.5% 34.7% 31.1% 20.8% 13.4%

56 219 275 386 155 184

5.6% 21.9% 27.5% 38.6% 15.5% 18.4%

45 226 271 363 194 172

4.5% 22.6% 27.1% 36.3% 19.4% 17.2%

38 211 249 391 208 152

3.8% 21.1% 24.9% 39.1% 20.8% 15.2%

34 197 231 402 208 159

3.4% 19.7% 23.1% 40.2% 20.8% 15.9%

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

分からない・

判断できる経験がない

以前に比べて、男女とも

働き続けやすいまちになって

いる

H31.3

H29.3

H28.3

H31.3

H29.3

H28.3

以前に比べて、社会で女性

が

活躍しやすくなっている
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地域活動が
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男性の子育てへの参画が

以前より進んでいる
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以前より進んでいる
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Q6.大阪府では、男性も女性もその能力を十分発揮できるような職場環境の整備を進めるため、

「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」を推進しています。

あなたは、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」について知っていますか。(SA)

【認知層】

知っている

聞いたことはあるが、

内容は知らない

155 326 481 519

15.5% 32.6% 48.1% 51.9%

156 355 511 489

15.6% 35.5% 51.1% 48.9%

119 317 436 564

11.9% 31.7% 43.6% 56.4%

H30.3

H29.3



聞いたことがなく、

内容も知らない

H31.3


image15.png
60.0%

55.0%

50.0%

45.0%

40.0%

51.1%

/\1%

43.6%

H29.3 H30.3 H31.3





image16.emf
Q5　大阪府では、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づき、

　　 企業経営者・管理職の意識啓発を推進しています。あなたは、この法律について知っていますか。(SA)

n %

1000 100.0

97 9.7

353 35.3

550 55.0

全体

知っている

聞いたことはあるが、内容は知らない

聞いたことがなく、内容も知らない
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image18.emf
回答数 ％

全体 1000 100.0

全国共通ダイヤルがあることも、それが「　１　８　９　」であることも知っていた 110 11.0

全国共通ダイヤルがあることは知っていたが、それが「　１　８　９　」であることは知らなかった 270 27.0

全国共通ダイヤルがあることも、それが「　１　８　９　」であることも知らなかった 620 62.0

Q1　児童虐待等の連絡先として「児童相談所全国共通ダイヤル」が設定されており、平成２７年７月１日からは、虐待かもと思った

時などに、すぐに通告・相談ができるように「　１　８　９　（いちはやく）」になりました。あなたはこの３桁の番号を知っていましたか。

（SA）


image19.emf
回答数 ％

全体 1000 100.0

知っていた 439 43.9

知らなかった 561 56.1

Q2　児童虐待を受けたと思われる児童を見つけた人は、「児童虐待の防止等に関する法律」に基づき、速やかに福祉事務所又は

児童相談所等に通告しなければならない義務があります。あなたは、このことを知っていましたか。（SA）


image20.emf
回答数 ％

全体 1000 100.0

法の内容を含め知っている 57 5.7

法の内容は知らないが、法があることは知っている 370 37.0

知らない 573 57.3

Q3　平成２８年４月に障害者差別解消法が施行され、「不当な差別的取扱い」及び「合理的配慮の不提供」を

差別と規定し、行政機関及び事業者に対し、差別の解消に向けた具体的な取組みを求めています。あなた

は、障害者差別解消法を知っていますか。（SA）
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回答数 ％

全体 1000 100.0

差別にあたると思う 116 11.6

どちらかと言えば差別にあたると思う 297 29.7

どちらかと言えば差別にあたると思わない 178 17.8

差別にあたると思わない 149 14.9

どちらとも言えない 260 26.0

Q4　障がいのある人が、ない人と同じように生活できるようにするためには、例えば、段差がある場合に、車い

すの方にキャスター上げの補助をする、筆談、読み上げ等で情報を提供したりするなどの様々な配慮や工夫

（合理的配慮）が必要です。あなたは、過大な負担となる場合を除き、例のような配慮や工夫を行わないこと

は、「障がいを理由とする差別」にあたると思いますか。（SA）
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回答数 ％

全体 1000 100.0

マークも意味も知っている 213 21.3

マークを見たり聞いたりしたことはあるが、意味は知らない 164 16.4

知らない 623 62.3

Q5　障がいのある方や妊娠初期の方など、援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方にそれを知らせる

「ヘルプマーク」について、大阪府及び市区町村では平成２９年６月から配布を開始しました。あなたはこの「ヘ

ルプマーク」を知っていますか。（SA）
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も
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て
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は

あ
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が

、

意

味

は

知

ら

な

い

知

ら

な

い

【

認

知

層

】

【

非

認

知

層

】

1000 213 164 623 377 623

100.0 21.3 16.4 62.3 37.7 62.3

475 76 85 314 161 314

100.0 16.0 17.9 66.1 33.9 66.1

525 137 79 309 216 309p値=0.01819

100.0 26.1 15.0 58.9 41.1 58.9

148 44 32 72 76 72

100.0 29.7 21.6 48.6 51.4 48.6

149 32 30 87 62 87

100.0 21.5 20.1 58.4 41.6 58.4

185 37 29 119 66 11918～29歳との差　ｐ値=0.00405

100.0 20.0 15.7 64.3 35.7 64.3

137 35 17 85 52 8518～29歳との差　ｐ値=0.02312

100.0 25.5 12.4 62.0 38.0 62.0

381 65 56 260 121 26018～29歳との差　ｐ値=0.00003

100.0 17.1 14.7 68.2 31.8 68.230代との差　ｐ値=0.03199

Q5　障がいのある方や妊娠初期の方など、援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方にそれを知らせる「ヘルプマーク」について、

大阪府及び市区町村では平成２９年６月から配布を開始しました。あなたはこの「ヘルプマーク」を知っていますか。（SA）

性

別



　　　　　　　   全　体

男性

年

代

別

18～29歳

女性

30代

40代

50代

60以上
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(n) (%)

全　体 1000

男性 475

女性 525

18歳～20歳代 148

30歳代 149

40歳代 185

50歳代 137

60歳以上 381

性

別

年

代

別

21.3

16.0

26.1

29.7

21.5

20.0

25.5

17.1

16.4

17.9

15.0

21.6

20.1

15.7

12.4

14.7

62.3

66.1

58.9

48.6

58.4

64.3

62.0

68.2

マークも意味も知っている マークを見たり聞いたりしたことはあるが、意味は知らない 知らない
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(n) (%)

全　体 1000

【差別にあたる】 413

【差別にあたらない・どちらともいえない】 587

【認知層】 427

【非認知層】 573

合理的配慮を行わないこ

とが「障がいを理由とする

差別」にあたると思うか

障がい者差別解消法の認

知

21.3

29.8

15.3

31.1

14.0

16.4

17.9

15.3

21.3

12.7

62.3

52.3

69.3

47.5

73.3

マークも意味も知っている

マークを見たり聞いたりしたことはあるが、意味は知らない

知らない
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当
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い

【

認

知

層

】

【

非

認

知

層

】

1000 213 164 623 377 623

100.0 21.3 16.4 62.3 37.7 62.3

413 123 74 216 197 216

100.0 29.8 17.9 52.3 47.7 52.3

587 90 90 407 180 407

100.0 15.3 15.3 69.3 30.7 69.3p値=0.00000

427 133 91 203 224 203

100.0 31.1 21.3 47.5 52.5 47.5

573 80 73 420 153 420

100.0 14.0 12.7 73.3 26.7 73.3p値=0.00000

【非認知層】

障害者差別解消法

の認知

合理的配慮を行わ

ないことが「障がい

を理由とする差別」

にあたると思うか

Q5　障がいのある方や妊娠初期の方など、援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方にそれを知らせる「ヘルプマーク」について、

大阪府及び市区町村では平成２９年６月から配布を開始しました。あなたはこの「ヘルプマーク」を知っていますか。（SA）



　　　　　　　   全　体

【差別にあたる】

【差別にあたらない・

どちらともいえない】

【認知層】


image27.emf
回答数 ％

全体 377 100.0

街中で付けている人をみかけた 120 31.8

府政だより 44 11.7

ポスター、チラシなど 74 19.6

大阪府のホームページ 23 6.1

テレビや新聞、ラジオなど 108 28.6

Ｔｗｉｔｔｅｒ 29 7.7

Ｆａｃｅｂｏｏｋ 5 1.3

その他インターネットやＳＮＳ 32 8.5

周囲の人から教えてもらった 31 8.2

その他 14 3.7

わからない、覚えていない 49 13.0

Q6　前問で「マークも意味も知っている」、「マークを見たり聞いたりしたことはあるが意味は知らない」と回答さ

れた方に伺います。あなたは、このヘルプマークについて、何で知りましたか。次の中からあてはまるものをす

べて選択してください。（MA）
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image28.emf
Q7　あなたは、ふだん健康だと感じていますか。（SA）

回答数 ％

全体 1000 100.0

非常に健康だと思う 96 9.6

健康な方だと思う 605 60.5

あまり健康ではない 217 21.7

健康ではない 82 8.2


image29.emf
Q7　あなたは、ふだん健康だと感じていますか。（SA）

該

当

数

非

常

に

健

康

だ

と

思

う

健

康

な

方

だ

と

思

う

あ

ま

り

健

康

で

は

な

い

健

康

で

は

な

い

【

健

康

だ

と

思

う

】

【

健

康

で

は

な

い

と

思

う

】

1000 96 605 217 82 701 299

100.0 9.6 60.5 21.7 8.2 70.1 29.9

475 47 268 119 41 315 160

100.0 9.9 56.4 25.1 8.6 66.3 33.7

525 49 337 98 41 386 139

100.0 9.3 64.2 18.7 7.8 73.5 26.5p値=0.01291

148 31 68 33 16 99 49

100.0 20.9 45.9 22.3 10.8 66.9 33.1

149 14 84 38 13 98 51

100.0 9.4 56.4 25.5 8.7 65.8 34.2

185 21 104 40 20 125 60

100.0 11.4 56.2 21.6 10.8 67.6 32.4

137 10 88 27 12 98 39

100.0 7.3 64.2 19.7 8.8 71.5 28.5

381 20 261 79 21 281 100

100.0 5.2 68.5 20.7 5.5 73.8 26.2

性

別

40代

50代

60代以上



　　　　　　　   全　体

男性

女性

18～29歳

年

代

30代
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(n) (%)

全　体 1000

男性 475

女性 525

18～29歳 148

30代 149

40代 185

50代 137

60代以上 381

性

別

年

代

9.6

9.9

9.3

20.9

9.4

11.4

7.3

5.2

60.5

56.4

64.2

45.9

56.4

56.2

64.2

68.5

21.7

25.1

18.7

22.3

25.5

21.6

19.7

20.7

8.2

8.6

7.8

10.8

8.7

10.8

8.8

5.5

非常に健康だと思う 健康な方だと思う あまり健康ではない 健康ではない


image31.emf
Q8　あなたは、健康に関心がありますか。（SA）

回答数 ％

全体 1000 100.0

関心がある 328 32.8

どちらかといえば関心がある 467 46.7

どちらかといえば関心がない 128 12.8

関心がない 77 7.7
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Q8　あなたは、健康に関心がありますか。（SA）

該

当

数

関

心

が
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る
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ち

ら

か

と

い

え

ば

関

心

が

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

関

心

が

な

い

関

心

が

な

い

【

関

心

あ

り

】

【

関

心

な

し

】

1000 328 467 128 77 795 205

100.0 32.8 46.7 12.8 7.7 79.5 20.5

475 126 228 79 42 354 121

100.0 26.5 48.0 16.6 8.8 74.5 25.5

525 202 239 49 35 441 84

100.0 38.5 45.5 9.3 6.7 84.0 16.0p値=0.00021

148 32 63 29 24 95 53

100.0 21.6 42.6 19.6 16.2 64.2 35.8

149 40 68 27 14 108 41

100.0 26.8 45.6 18.1 9.4 72.5 27.5

185 46 98 23 18 144 4118～29歳との差 p値=0.00597

100.0 24.9 53.0 12.4 9.7 77.8 22.2

137 40 74 12 11 114 2318～29歳との差 p値=0.00029

100.0 29.2 54.0 8.8 8.0 83.2 16.830代との差 p値=0.02965

381 170 164 37 10 334 4718～29歳との差 p値=0.00000

100.0 44.6 43.0 9.7 2.6 87.7 12.330代との差 ｐ値=0.00002

40代との差 ｐ値=0.00248



　　　　　　　   全　体

男性

性

別

女性

年

代

60代以上

18～29歳

30代

40代

50代
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(n) (%)

全　体 1000

男性 475

女性 525

18～29歳 148

30代 149

40代 185

50代 137

60代以上 381

性

別

年

代

32.8

26.5

38.5

21.6

26.8

24.9

29.2

44.6

46.7

48.0

45.5

42.6

45.6

53.0

54.0

43.0

12.8

16.6

9.3

19.6

18.1

12.4

8.8

9.7

7.7

8.8

6.7

16.2

9.4

9.7

8.0

2.6

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない
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Q9　あなたは「健活１０〈ケンカツ　テン〉」を知っていましたか。（SA）

回答数 ％

全体 1000 100.0

言葉を聞いたことがあり、内容も知っている 33 3.3

言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らない 98 9.8

言葉を聞いたことはない 869 86.9
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(n) (%)

全　体 1000

男性 475

女性 525

18～29歳 148

30代 149

40代 185

50代 137

60代以上 381

性

別

年

代

3.3

3.4

3.2

8.8

4.7

2.7

2.2

1.3

9.8

9.3

10.3

12.2

12.1

8.6

8.8

8.9

86.9

87.4

86.5

79.1

83.2

88.6

89.1

89.8

言葉を聞いたことがあり、内容も知っている

言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らない

言葉を聞いたことはない
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Q9　あなたは「健活１０〈ケンカツ　テン〉」を知っていましたか。（SA）

該

当

数

言

葉
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い
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こ
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、

内

容

も

知
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る
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る
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、
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容

は
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ま

り

知

ら

な

い 言

葉

を

聞

い

た

こ

と

は

な

い

【

認

知

層

】

【

非

認

知

層

】

1000 33 98 869 131 869

100.0 3.3 9.8 86.9 13.1 86.9

475 16 44 415 60 415

100.0 3.4 9.3 87.4 12.6 87.4

525 17 54 454 71 454

100.0 3.2 10.3 86.5 13.5 86.5

148 13 18 117 31 117

100.0 8.8 12.2 79.1 20.9 79.1

149 7 18 124 25 124

100.0 4.7 12.1 83.2 16.8 83.2

185 5 16 164 21 16418～29歳との差 p値=0.01654

100.0 2.7 8.6 88.6 11.4 88.6

137 3 12 122 15 12218～29歳との差 p値=0.02191

100.0 2.2 8.8 89.1 10.9 89.1

381 5 34 342 39 34218～29歳との差 p値=0.00011

100.0 1.3 8.9 89.8 10.2 89.830歳代との差 ｐ値=0.03771

50代

60代以上

年

代

性

別

18～29歳

30代

40代



　　　　　　　   全　体

男性

女性
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(n) (%)

全　体 1000

【健康だと思う】 701

【健康ではないと思う】 299

【関心あり】 795

【関心なし】 205

健康と感じているか

健康に関心があるか

3.3

3.6

2.7

3.4

2.9

9.8

8.7

12.4

10.8

5.9

86.9

87.7

84.9

85.8

91.2

言葉を聞いたことがあり、内容も知っている

言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らない

言葉を聞いたことはない
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Q9　あなたは「健活１０〈ケンカツ　テン〉」を知っていましたか。（SA）
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数
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、
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容
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る

が

、

内

容

は

あ

ま

り

知

ら

な

い 言

葉

を
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い

た

こ

と

は

な

い

【

認

知

層

】

【

非

認

知

層

】

1000 33 98 869 131 869

100.0 3.3 9.8 86.9 13.1 86.9

701 25 61 615 86 615

100.0 3.6 8.7 87.7 12.3 87.7

299 8 37 254 45 254

100.0 2.7 12.4 84.9 15.1 84.9

795 27 86 682 113 682

100.0 3.4 10.8 85.8 14.2 85.8

205 6 12 187 18 187p値=0.03980

100.0 2.9 5.9 91.2 8.8 91.2

【関心なし】

健

康

に

関

心

が

あ

る

か

健

康

と

感

じ

て

い

る

か



　　　　　　　   全　体

【健康だと思う】

【健康ではないと思う】

【関心あり】
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回答数 ％

全体 131 100.0

府政だより 40 30.5

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌 30 22.9

パンフレット、チラシ 10 7.6

大阪府のホームページ 13 9.9

「健活１０〈ケンカツ　テン〉」ポータルページ 8 6.1

大阪府チャンネル（インターネットテレビ） 9 6.9

Ｔｗｉｔｔｅｒ 5 3.8

Ｆａｃｅｂｏｏｋ 5 3.8

その他インターネットやＳＮＳ 17 13.0

メールマガジン 3 2.3

交通広告（電車・駅・バス等） 7 5.3

イベント 4 3.1

セミナー 0 0.0

その他 1 0.8

わからない／覚えていない 32 24.4

Q10　前問で「言葉を聞いたことがあり、内容も知っている」、「言葉を聞いたことはあるが、内容はあまり知らな

い」と答えた方にお伺いします。あなたは、どこで「健活１０〈ケンカツ　テン〉」について知りましたか。（MA）
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Q8　あなたは、大阪府に住み続けたいと思いますか。（SA）

回答数 ％

1000 100.0

そう思う 403 40.3

どちらかというとそう思う 317 31.7

どちらともいえない 198 19.8

どちらかというとそう思わない 45 4.5

そう思わない 37 3.7
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image44.emf
Q8_rec_MtS　あなたは、大阪府に住み続けたいと思いますか。（SA）

該

当

数

【

住

み

続

け

た

い

　

　

　

　

　

と

思

う

】

【

住

み

続

け

た

い

　

　

　

と

思

わ

な

い

】

802 720 82

100 89.7756 10.2244

377 337 40

100.0 89.4 10.6

425 383 42

100.0 90.1 9.9

111 98 13

100.0 88.3 11.7

120 103 17

100.0 85.8 14.2

148 133 15

100.0 89.9 10.1

105 90 15

100.0 85.7 14.3

318 296 2230代との差　p値=0.01752

100.0 93.1 6.950代との差　p値=0.02051

全　体

性

別

男性

女性

30代

40代

50代

60代以上

年

代

18歳～29歳
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(n) (%)

802

男性 377

女性 425

18歳～29歳 111

30代 120

40代 148

50代 105

60代以上 318

性

別

年

代

全　体

89.8

89.4

90.1

88.3

85.8

89.9

85.7

93.1

10.2

10.6

9.9

11.7

14.2

10.1

14.3

6.9

【住み続けたいと思う】 【住み続けたいと思わない】
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Q9　あなたは、地域の遊び場づくりや、緑化、美化、福祉活動など、まちづくりのための活動に参加したいと思いますか。（SA）

回答数 ％

1000 100.0

そう思う 64 6.4

どちらかというとそう思う 257 25.7

どちらともいえない 400 40.0

どちらかというとそう思わない 164 16.4

そう思わない 115 11.5
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image48.emf
Q9　あなたは、地域の遊び場づくりや、緑化、美化、福祉活動など、まちづくりのための活動に参加したいと思いますか。（SA）
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数

そ

う

思

う
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う
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思
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も
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い
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う
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い

と

思

う

】

【

参

加

し

た

い

と

思

わ

な

い

】

1000 64 257 400 164 115 321 279

100.0 6.4 25.7 40.0 16.4 11.5 32.1 27.9

475 31 123 189 72 60 154 132

100.0 6.5 25.9 39.8 15.2 12.6 32.4 27.8

525 33 134 211 92 55 167 147

100.0 6.3 25.5 40.2 17.5 10.5 31.8 28.0

148 11 27 57 35 18 38 53

100.0 7.4 18.2 38.5 23.6 12.2 25.7 35.8

149 13 32 60 21 23 45 44

100.0 8.7 21.5 40.3 14.1 15.4 30.2 29.5

185 7 54 71 34 19 61 53

100.0 3.8 29.2 38.4 18.4 10.3 33.0 28.6

137 6 28 59 21 23 34 44

100.0 4.4 20.4 43.1 15.3 16.8 24.8 32.1

381 27 116 153 53 32 143 8518～29歳との差　p値=0.01752

100.0 7.1 30.4 40.2 13.9 8.4 37.5 22.330代との差　p値=0.04770

50代との差　p値=0.00314

40代

50代

60代以上

年

代

18～29歳

全　体

性

別

男性

女性

30代
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(n) (%)

全　体 1000

男性 475

女性 525

18～29歳 148

30代 149

40代 185

50代 137

60代以上 381

性

別

年

代

6.4

6.5

6.3

7.4

8.7

3.8

4.4

7.1

25.7

25.9

25.5

18.2

21.5

29.2

20.4

30.4

40.0

39.8

40.2

38.5

40.3

38.4

43.1

40.2

16.4

15.2

17.5

23.6

14.1

18.4

15.3

13.9

11.5

12.6

10.5

12.2

15.4

10.3

16.8

8.4

そう思う どちらかというとそう思う どちらともいえない どちらかというとそう思わない そう思わない


image50.emf
Q10　あなたは、大阪府は災害への備えや対応がなされ、安心して暮らせるまちだと思いますか。（SA）

回答数 ％

1000 100.0

はい 452 45.2

いいえ 548 54.8
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Q10　あなたは、大阪府は災害への備えや対応がなされ、安心して暮らせるまちだと思いますか。（SA）
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数
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い

い

い

え

1000 452 548

100.0 45.2 54.8

475 203 272

100.0 42.7 57.3

525 249 276

100.0 47.4 52.6

148 68 80

100.0 45.9 54.1

149 62 87

100.0 41.6 58.4

185 88 97

100.0 47.6 52.4

137 54 83

100.0 39.4 60.6

381 180 201

100.0 47.2 52.8

性

別
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(n) (%)

全　体 1000

男性 475

女性 525

18～29歳 148

30代 149

40代 185

50代 137

60代以上 381

性

別

年

代

45.2

42.7

47.4

45.9

41.6

47.6

39.4

47.2

54.8

57.3

52.6

54.1

58.4

52.4

60.6

52.8

はい いいえ
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（上段：回答者数、下段：横％）

該

当

数

大

阪

市

域

北

部

大

阪

地

域

東

部

大

阪

地

域

南

部

大

阪

地

域

1000 310 199 225 266

100.0 31.0 19.9 22.5 26.6

475 148 95 107 125

100.0 31.2 20.0 22.5 26.3

525 162 104 118 141

100.0 30.9 19.8 22.5 26.9

148 49 29 32 38

100.0 33.1 19.6 21.6 25.7

149 51 31 30 37

100.0 34.2 20.8 20.1 24.8

185 56 38 42 49

100.0 30.3 20.5 22.7 26.5

137 42 27 31 37

100.0 30.7 19.7 22.6 27.0

381 112 74 90 105

100.0 29.4 19.4 23.6 27.6

全　体

性

別

男性

女性

30代

40代

50代

60代以上

年

代

別

18歳～29歳
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Q1　あなたは、次のようなことが夫婦（生活の本拠を共にする

　　 交際相手を含む）間で行われた場合、それを暴力だと思いますか。(SA)

1.　平手でうつ

常に暴力だと思う

時と場合によっては

暴力だと思う

暴力だと思わない

734 241 25

73.4% 24.1% 2.5%

676 298 26

67.6% 29.8% 2.6%

618 335 47

61.8% 33.5% 4.7%

613 341 46

61.3% 34.1% 4.6%

578 414 8

57.8% 41.4% 0.8%

524 456 20

52.4% 45.6% 2.0%

538 449 13

53.8% 44.9% 1.3%

H31.3とH30.3　「常に暴力だと思う」とそれ以外　ｐ値＝0.00446

H31.3

H30.3

H29.3

H28.3

H27.3

H26.3

H25.3


